
 

一般財団法人関西ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ 2021組織委員会平成 28 年度事業計画                                                                                                                                                            

                                                                    

【事 業 費】                          （単位：千円） 

１ 企画調整費【新】 

 

（１）総合実施計画等策定事業  4,275（0）【新】 

   大会開催に向け必要となる各種計画策定やさまざまな企画立案・調整を行うとと

もに、開閉式等に係る準備に必要な事務を行う。 

   

① 総合実施計画の策定   2,275【新】 

基本構想や基本計画を受け、大会準備の具体化の中核となる総合実施計画の策定

を行う。 

 

② 宿泊・輸送等受入体制の調査  200【新】 

大会を成功させるため、必要不可欠となる宿泊、観光、輸送面等における受入

体制づくりについて関係機関等と連携し、計画策定に向け調査を行う。 

 

③ オークランド大会派遣団の調整  800【新】 

次回開催地域であるオークランド大会(2017 年 4 月)に、実行委員会関係者等で

構成する訪問団を派遣するため、必要な事前調整事務を行う。 

 

④ 経済波及効果の算定  1,000【新】 

大会開催により生まれる経済波及効果について、専門的知見を有する者に算定を

依頼する。 

 

（２）レガシー創出事業 1,050（0）【新】 

大会開催によってもたらされる様々な分野の成果や便益を積極的に次世代へ遺し

ていくため、レガシーを最大化するための取組を進める。 

① レガシープラン策定事業  420【新】 

有識者によるレガシープラン策定委員会（仮称）を設置し、レガシープラン

の策定を行う。 

 

② 大学等とのシンポジウム開催事業  630【新】 

シンポジウムを開催し、ワールドマスターズゲームズ及び関西を国内外に 

ＰＲするとともに、大会運営参画への環境づくりのため大学等関係者、学生と



の連携を図る。 

 

２ 競技運営事業費 

 

（１）競技開催準備事業 3,354（4,840） 

各競技種目の実施要項の作成、広域エリアでの開催を円滑に行うための運営体制の

確立等、各競技の開催に関する準備を行う。 

 

① 関係団体等との連絡調整  640 

各競技種目の実施方法等について、日本体育協会や中央競技団体等との連絡

調整を行う。 

 

② 大会運営等の調査  2,320【新】 

本大会の会場候補地で開催される国内競技大会の大会運営を調査し大会運営

の参考とする。また、オークランド大会の競技運営に関する調査を行うととも

に、海外関係団体との連絡調整を行う。 

 

③ 中央競技団体説明会の開催  394 

中央競技団体への会場地の周知を図り、大会運営への協力を得るため、説明

会を開催する。 

○参加者：中央競技団体（約 40団体）、開催関係団体、報道関係機関 

○開催時期：平成 28年 10月中旬（予定） 

○内容：競技種目の決定内容やスケジュール、開催要項作成等について 

 

（２）会場地選定調査事業 2,086（320） 

会場地を選定するため、会場候補地の調査を行うとともに、「会場地検討に関する

有識者会議」を開催し、意見を聴取した上で会場地選定の参考とする。 

３ 広報・マーケティング費 

 

（１）広告宣伝事業   8,450（7,590） 

大会開催を周知するため、競技者が多数集まるスポーツイベント等様々な機会を

活用し、国内外でＰＲ事業を実施する。 

① 各種イベント等でのＰＲ出展  1,800 

全国から選手・競技関係者が集まる国体、全国障がい者スポーツ大会の会場

やスポーツ関心層が集まるマラソン大会等においてＰＲブースを展開する。 

また、平成 28年 10月に国主催で開催される東京オリンピック・パラリンピ

ックのキックオフイベント「スポーツ・文化・ワールド・フォーラム」（東京及

び京都）においても、ＰＲ等の協力を行うこととしている。 



② マスターズスポーツフェスティバル（関西版マスターズ）との連携   350 

マスターズスポーツフェスティバルを紹介・活用した生涯スポーツ振興の取

組みにより、フェスティバル参加者等への大会周知を図る。（また、マスターズ

大会に参加している方々を取材、ＷＥＢ等で紹介することで、大会参加者層の

掘り起こしに活用する。） 

 

③ オークランド大会を活用したＰＲ   2,650【新】 

第 9回大会であるオークランド大会（2017年）開催の前年度にあたる 2016年

度に、オークランド大会を活用して、関西大会の機運醸成につながる周知キャ

ンペーンを行う。 

 

④ 競技種目・会場地決定記者会見   500【新】 

2016年 10月に決定予定の大会競技種目・会場地について報道関係者等に記者

会見を行い、大会の周知を図る。 

 

⑤ 広報媒体の活用   1,650 

国内において大会競技種目・会場地について報道関係を中心に国内向けに広

報を行う。また、各府県市の行政広報媒体等も計画的に活用し、広く一般向け

に情報発信するとともに、生涯スポーツ振興の機運醸成を図る。 

 

⑥ 第２期協賛計画の策定  500【新】 

第２期（平成 30年 1月～）協賛計画を策定するとともに、協賛企業等との連

絡調整事務を行う。 

 

⑦ スポーツ教室開催事業 1,000 

下記（２）のスポーツ体験講座を皮切りに、各会場地等において順次、アスリ

ートネットワーク等のスポーツ関係団体と連携した生涯スポーツ教室を開催す

る。 

 

（２）スポーツ体験講座開催事業 6,930（0）【新】 

競技種目及び会場地決定を契機として、アスリートによるスポーツ実演や実技指

導、スポーツ体験コーナー等の総合スポーツイベントを開催し、本大会をＰＲする

とともに地域住民のスポーツ実践意識の向上やスポーツ指導者の育成に寄与する。 

時期：平成 28年 10月 場所：大阪（予定） 

 

（３）イベント開催事業 3,500（8,320） 

広く一般の方々を対象とした総会イベントの開催（シンポジウム、講演会等）を

通じて、大会の内容や意義、競技種目等について周知を図る。 

 



（４）広報媒体等制作事業 4,500（5,200） 

大会を広く広報するためポスター、チラシ、ノベルティ等の広報媒体等を制作す

る。 

 

① ポスター・チラシ制作  2,000 

大会の認知度を高めるため、大会を紹介するＰＲチラシやポスターを作成

し、様々な場所で掲出する。 

○チラシ：20万枚 ○ポスター：3万枚 

○掲出箇所：組織委員会構成団体、マスターズスポーツフェスティバル、 

商業施設、各種会議、スポーツ大会、交通機関施設 等 

 

② 各種会議用バックボード作成  200 

報道カメラ等が取材対象とする広域連合委員会をはじめ、各種会議等におい

て、バックボードを作成し掲出することにより、大会名及びスポンサーロゴの

露出を行う。（年 5回改定） 

 

③ 大会マスコットの製作及び活用   820【新】 

大会を広く周知するために策定した大会マスコットを活用して着ぐるみを製

作する。マスコットによるＰＲ効果を期待できるグッズ製作についても行う。 

 

④ 広報グッズ製作  1,480 

大会を広く周知するための広報グッズを製作する。 

 

（５）ホームページ運営事業 1,800（1,000） 

大会の情報発信、ファンの獲得のため、ホームページのコンテンツ拡大やフェイ

スブックを活用したニュースの配信等を行う。 

 

（６）海外誘客戦略検討事業   200(0) 【新】 

アジア諸国からの本大会への参加者を最大にするための戦略的なプロモーション

戦略を検討し策定する。 

 

４ 組織委員会運営費 

 

（１）組織委員会運営事業 1,580（4,350） 

組織委員会を運営するために様々な事務を行うとともに、幹事メンバ－による大

会運営等にかかる協議を行う。また、組織委員会の活動状況についてニュースレタ

ーを発行し、関係者へ送付するとともにホームページに掲載する。 

 

 



（２）常任委員会開催事業 2,400（2,100） 

大会準備や実施に関する重要な事項を協議するため、常任委員会を開催する。 

 

５ ＩＭＧＡ連絡調整費 

 

（１）ＩＭＧＡ連絡調整事業 102,500（105,500） 

ＩＭＧＡとの連絡調整を行うとともに、開催地契約書に基づき平成 28 年度負担金 

75万ユーロを支払う。 

 

６ 海外マーケティング費 

 

（１）海外宣伝活動事業 4,200 (6,020) 

海外で実施されるスポーツ・観光・文化等のビッグ・イベントと連携して大会ＰＲ

を行う。  

また、必要に応じて、スポーツアコード開催時のＩＭＧＡ理事会やバンクーバー大

会時の理事会に出席する。 

 ・ＡＭＧバンクーバー大会他でのＰＲブース展開 

・スポーツアコード開催時のＩＭＧＡ理事会出席 等 

 

 

【管 理 費】 

１ 事務局運営準備費 

 

（１）事務局運営事業  66,026（42,537） 

事務局運営に係る旅費交通費、事務所借上費、印刷製本費、通信役務費のほか、今

後の事業の進展に伴う準備事務の拡大や専門化・細分化に対応するため、事務局体制

強化を図るための人件費を支弁する。 

また、会計事務に関し、より適切に事務を履行するため、税理士の指導・助言を得

る。なお、必要に応じて弁護士から助言をいただく。 

                   

（２）理事会等開催事業 480（480） 

法令に基づき評議員会、理事会を開催する。 

○評議員会 年２回（予定） ○理事会 年３回（予定） 

 

【予 備 費】 4,000（4,000）  為替変動への対応 ほか 


